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現行コマンタ“　　　　　　　　　　・N・．虫
　　　　　　　　　　　　　　　退

条文訳と若干の問題点

制：イスパニア国海商法（4）

山

　　Confianza　Viviente　en

　　Cornercio　maritimo　de

Traducci6n　de　Articulos　y　unos

崎 俊

Actualidad：

Espafia　（4）

夫

co㎜entarlos　de　Problema

　　　　　　Toshio　YAMASAKI、

Resumen

　　　　　　　一一一一E盤sayo　sobre　el　prob韮e塒a（至e　Disc麟董獄aci6韮en　Benef董c壼os　y　Pa震塁c圭pa蹴tes

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Cont蓋nuac蓋6職）一一一一一

　　Respecto　al　Ca憩bi◎de　Valor　ig魏a1，　la　Cie鍛cia　eco簸6拠ica（ie　Empresa（ieber盗basarse　e鍛este

pr魚cipio，　a　lo飢e盤os，　ya　que　si　no　fu6semos　asf，　cuyo　m6todo　empleado　n登nca　puδiera　va至er　casi

琵ada　a　la　de簸om呈簸aci6簸de　esa　ciencia　ecoR6m童ca．　L69圭ca　e　hist6ricamente　tod段s　las毛ransacci◎nes

inter鍛acio聡ales　se　ha簸desarro11ado，　al　asumirse，　a　pa鍾ir　de　la　forina　de　mercaderfas，　trasladando

e鍛◎rden　seguid◎de　plantas，　capita玉es　reales◎actuales　d量rectos，　hasta　a韮ca韮zarse　a　laδe　capitales

invers圭ones　fまcticias　como　tomadas　e離simple　c温culo　de　modo　artif三cia1．　AI　otro　lado，　para　el

i亘vestigar　eR溢mbi£o　de　todas　esas　tra韮sacc玉ones，　he搬os　basado　como　sie組pre　en　punto　de　vista

de　aず：1uel　pri鍛cipio　de　ig鷲al　va玉or　econ6rnico・

　　En　orden　trazado，　e難m≦s　detaHe，10　his重6rico　y　tambi6n　te6rico　ha　transf（）rmado　ge無eraL

搬e癬ecomo　sigue：Mercaderfas（esta　fase　co痴ene　serv圭cios，◎eran　pri面tivame就e　esclavos），

Plantas，　Cr6ditos　（o　sean　las　partes　de　搬erca簸cfas　compradas　al　Plazo，　y　Capitales　i簸vertidos

direct◎s），　y　se　alca簸za　a　la　fbrlna　de　Capitales　ficticios　o　s610　de　a玉guna　Reputaci6n　rno蕪opolfstica

（esta醗ima劔sa　abarca　tales　como　derechos　de　pr◎piedades，董1amado　Royalty　o　GooδWi豆1　etc．，

s搬invers童611　casi　nada　ni　de　costa）．　Se　hal隻a　particu玉armente　abundante　tal　falsa　reci6n　en　1玉amar

la　empresa　mundial　o　sea　de組ulti・簸acionahd段d．0毛rora　habfa　tutelado　e玉ρatr6鍛de　oぎo　e離

sistema　de　c！earing，　o　compens鼠ci6韮de　saldo，　y　sin　e搬bargo，　se　hallaba　criticada　casi　toda　forraa

de　aque玉ca搬bio　mu簸d童a1，　como　ser　de　Valor　desigua玉，　pr血cipal搬e賦e　cubrie鍛d6　en　parte　de

cambios　act雛a1圭zados　e敷tre　e1亀rech◎de　pafses　desarro重董ados　y　subdesεしrr◎11ados．

　　Hasta　ahora，　cotizadas　varias　teorfas至質spa簸icas，　nuestra　opi掘6鍛ha至玉egado　ahesumirse，　dis－

cutiendonos，　por　ejempio，　en　sig戯e撹es　puntos　de　problema：

　　　玉）　Para　e至actualizar　cambios組undiales，　tra簸sportes　co簸stan　de　cinco　6rde勲es：de　terrene，

navegaci6簸，　aeree，　sub毛erre歴o　y　sub組arino，　para　el　cuai　naturalmente　debe　abarcarse　por　toda韮a
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base　constituye烈te，　la　infraestructura　ec◎簸6mica　del　Profesor　Perpi嚢益，　es　decir，　especialmente　el

llamado　segundo　co無po慧e藍重e　que　se　deno搬ina　psico16gico，　y　constituye｛≦ste　pro茎）iedades　cuyas

funciones　quedan　acreditadas　por　e韮coste　del　sistel捻a　de　defecho　estata1。

　　2）　AI　otro　lado，　aquella　capa　que　reciben　capita簸es　ser盃signif茎cativa　como　eficaz　m琶todo

asequible　para　que　participe簸ellos　a茎repart◎（圭e　beneflcios．

　　3）Co搬o　decfa　el　doctoT　Ibarre重a，　ciertamente　n◎puede　servir　la　parte　amortizada，　ni　se凶til

para　ad甲irir　fuentes　i勲teriores　al　fbrmar　u簸f（）nd◎de　autofina韮ciaci6n，　y，　dando　velocidad　a玉a

amortizaci6n，　el　arte　de　recuperar　inversi6n，　eficazmente　puede　alcanzar　co録u盆gra難6xito　al　f1韮

de　lograducros，　en　ca憩po　de　concurso　econ6mic◎。

　　4）Cualquier　impuesto　sobre　be簸eficios　ser盛纏簸a　medida　p麟icipa航e　de玉aρo玉itica　estata1，　es

decir：una　especie（圭e（圭erechos　de　propiedades　de　participaci6n　en　be簸e£【cios　socia銭zables．

　　5）E玉垂血co　caracter　de　Comanda　espahola　puede　est量marse　c鱗o　costumbre　socia星至zab圭e，

bas伽dose　asegurado　rfgidamen重e　e難el　p血cipioδeμecio　justo，　a玉搬enos，　desde　haber　predo磁一

nad◎IOS　cambiOS　de　tiemp◎s　roman◎S．

　　6）　Entre　el　naviero　gestor　y　los　copropietar韮os，（聖uie！les　ambos　so簸cornpone簸重es　sociales，　no

se　da　1雛gar　m歪s　mudanza　derivada　de　cambios　de　valor　igual　sobre　el　derecho　de　propiedades，　que

gastos（Art．600）；Societas　de　Mar．　Y　entre　gastos　deτeparacionesδel　bu儀ue　y　ellos　de　laδescarga，

tamb童6痕se　calcu夏a懸n　los　gastos　de　la　arriba（ia　f（）rzosa　en　base　del　principio　de　Co磁anda（Art

822，apartado重res），　es　decir，　en　propQrc童6n　de　entre　el　va夏oゴ（圭el　b纏（1ue　y　el　de　ia　carga．

　　7）EI　naviero　del　b慧que　abordador　debe　i簸de搬魚izar隻os（至a姦os　y　perju圭cios　oc慧rr圭dos（Art．

826），el　cual　muestra難o　ser　el　capi癒n，　socio　c◎mpQne撹e　sino　simple　asalariado．

　　8）　蓋311fmite　de　responsabilidad　civ皿（圭e玉os　navieros　q諺eda　al　va玉or　de　la簸ave　con　to（圭as　s琶s

pertenencias　y　fletes　devengados　en　el　v玉aje（Art．837）．

　　Asf　repasado3　todos玉os　a爵culos　espa姦01es　de　esta　ley，　a隻hacer翼na　comparaci6難con　la

arge簸漁a，　podemos　deducir　que　aq“611a　guarde　el看nico　caracter　de　Co瓢a鍛da　en　fbr獄a紐6s

co即leta　que　esta，　a玉cual　nos　referire！nos　siguientemente　en　ocasi6n　pr6xima　en　m2s　breve．

　　Lo（lue　viene　trad雛cido　esta　vez，　q“eda　a　co賊魚uaci6n：

　　Secci6簸Tercera：De玉os　seg輩ros搬arftilnos．4°De　los　casos　en　que　se　anuia，rescinde　o　mod娘ca

el　contrato　de　seguro．5°Del　abandono　de　las　cosas　aseg羅radas．

　　TITULO　IV，　De　los　riesgos，　dafios　y　accide撹es　del　comercio　Inarftimo．　Secci6n　Pri斑era：De

las　averfas．　Secci6難Seg慧飛da：De　las　arribadas　fbrzosas．　Secci6n　Tercera：De　los　abordajes．　Secci6薮

Cu譲a：De　los　naufragios．

　　TITULO　V，　De璽a　j雛st至f玉caci6n　y鉦quidac圭6簸de至as　averfas．　Secc呈6n　Primera：Dispos童cio敷es

co搬u盤es　a重oda　clase　de　averias．　Secci6盤Segunda：De玉a套qu呈dac圭6n　de　las　averfas　gruesas．
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　その四，保険契約の無効，取消若しくは修正が生ずる場合

第781条，次の諸号を付保する保険契約は無効である．すなわち：

　第一，予かじめその全価格が共岡海損への貸付の担傑となっている船舶若しくは商晶貨物の上

に付保するもの．

　若し共周海損への貸付けが翻白の，若しくは商贔貨物の全額に対するものでないときは，保険

は貸付け額を越える部分では生きる．

　第二，乗組員及び乗客の生命の上に付保するもの．

　第三，乗組員の俸給の上に付保するもの．

　第四，船舶の船旗（圏籍基地）羅1こおける違法交易晶の上に付保するもの．

　第五，常習的に密貿易に従事する船離が，その密貿易を働らいたことにより損失若しくは損害

額を生ずる際に船舶の七に付保するもの．上記の場合には，保険者に対して保険金額の50％が支

払われなければならない．

　第六，証書の日付後の6か月閥に，それを妨たげる不可抗力の介在なしに出帆しなかった船舶

の上に付保するもの．上記の場合には，無効となるほかに，被保険金額の50％の保険者への支払

いを生ずる．

　第七，契約せられた船便旅程航路の就航を怠たり，若しくは定められたものと相違する地点に

導引せられた船舶の上に付保するもの。上記の場合にもまた被保険金額の50％の保険者への支払

いが生ずる。

　第八，その見積り評価に知って虚偽がなされた物件の量二に付保するもの．

第782条，若し詐欺を伴なうことなく岡一物件に相異なる契約がなされたときは，その1；1｝1格をカ

バーする条件付きで最初の契約に限ぎって特別に存続する．

　後の日付の保険者は責任から免がれ，かつ，被保険金額の50％を受取る．

　最初の契約が被保険麟的物件の全価格をカバーしないときは，超過分の責任が，殿付の順を追

って，後から契約した保険者の上にかかる負担となる．

第783条，被保険者は，著し被保険麟的物件が仕「f’tiけ港に到着する萌にその契約の取消しを後か

らの者に知らせなかったときは，相異なる保険者への保険料の完全支払いを免ぬがれない．

第784条，損失，海損より後に，若しくは目的港への被保険醤的物件の無事到達後｝こかけられた

保険は無効である。優し，常に必らず前者若しくは後者の通知が契約当事者の誰かの知るところ

となっていたことが推定せられるときに限ぎる．

　上記の推定は，或る甫場で広報通知がなされていて，その際郵便若しくは電信によりそれを契

約が締結せられた場所へ連絡するための必要な期闘が介在するならばあり得なければならない．

但し，当事者がなし得るなおその他の挙証があって差支えない．

第785条，結果の安否の上に付保する保険契約は，若し，契約締結の際に契約当粥者の誰かによ

って期待著しくは危惧せられた出来事の認識承知が1言li三明せられないときは無効になることはない。
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　上記の証開があるときは，欺ました者はその連帯債務者に被保険金額の5分の1を支払わなけ

ればならない．坦し，生ずる刑事資任のあることを妨げない．

第786条，若し保険をかけた者が，被保険物件の全部若しくは一一一’－essの損失を知って他人の勘定で

行動しているときは，自撒の勘定で行動したものとして個人的に事実に関する責任を負う．また，

若し，反対に代理人が付保せられた所有主によって行なわれた詐欺に気付いていなかったときは，

上記被保険所有主にいっさいの責任がかかってくる．この場合，常に必らず約定保険料の保険者

への支払賓任を負うことになる．

　代理人を通じて保険契約を締結し，かつ，被保険物件の救出を知っていたときは，保険者に関

して，上記と同じ描概による規制がなされる．

第787条，若し被保険物件の危険が申断して，保険者若しくは被保険者が破産における宣告を受

けたときは，両者いずれも保障掲保を講求する権利をもつ．後者（被保険者）は危険の責任をカ

バーすることを求めて，かつ，前者（保険者）は保険料の支払獲得を求めての保障撮保である．

また，若し破産管財代理人が請求があって3日蘭に．i．．1記保障担保の提供を餐強否するときは，契約

は取消される．

　．L記3爲閥に保障撫保の提供を伴なうことなく災審が発生するときは，賠償に対する請求権も，

及び保険料の請求権も存在しないことになる．

第788条，若し数名の保険者によって何んらかの詐欺的保険契約が結ばれ，かつ，或る者若しく

は数名が信義誠実に手続きしていたときは，これら誠実な手続者はその保険の公正な保険料を，

悪意を以て手続きしていた者から入手獲得する権利をもつ．その際，被保険者はいっさいの責任

から免がれる．

　被保険者についても，それら被保険者の或る者が詐欺的保険の工作者であるときは，保険者と

の関係で周様の方法で手続きがなされる．

　その五，被保険物件の放棄

第789条，被保険者は，次の場舎に保険証書に約定せられた金額を保険者から請求して，被保険

物件を保険者の勘定で放棄することができる．すなわち：

　第一，難破の場合に．

　第二，座礁，破砕若しくはその他何んらかの海上事故による船舶の航海機能喪失の場会に。

　第三，圏政府著しくは外国政府の命令による傘捕，差押さえ若しくは掬羅の場合に．

　第四，被保険物件の全損の場合に．なお，被保険価格が4公の3減少した損失も縄様に全損と

理解せられる。

　その他の損傷には海損が憩重して取扱われ，かつ，保険の諸条件及び本法典の諸措羅に応じ，

該当者によって負担せられる．

　蒋し難破，座礁若しくは機能喪失の船翻が，離礁し，浮上し，積びその1三｛的港1こ陶けて懸梗旅

248一



程航路を継続するために修理せられることができたときは，修繕費が，船舶が付保せられていた

価格の4分の3を超えるのでなければ，上記第一及び第二号の二つの場禽のそのいずれにおける

放棄手続も生じない．

第790条，船舶の再就舩機能が実現されたときは，保険者は歴礁若しくは船舶が蒙むったその他

の損傷によって生じた費周だけに責任をもっ．

第791条，難破及び争繍の場合には，被保険者はみずから情況判断をして必要な，喪失物件を救

済若しくは翻収するための手続をとる義務を有する．但し，時宜を得ての該当権限範囲でおこな

う放棄を妨げない．また，保険者は被保険者が救済のためにした適法な費罵を被保険者に対して

返済しなければならない．その際，救済せられた物件価格に匹敵する額まで，被保険金額の支払

いのない代りに．嬬己救済費用に返済がなされなければならない．

第792条，器し船舶が絶対的に航海機能を喪失するときは，被保険者はそのことに就いて保険者

に通知する義務を有する．その際，若しできれば電儒により，また若しできなければ通報を受け

てから最初の郵硬によらなければならない．嵐庸した積荷の利害関係当事者若しくはその出腐の

ないときは船長は，本法典に描齪するところに準拠して，その目的港に積み荷を運搬するための

あらゆるi－1’lf能な処理乎続を方葱こさなければならない．上記の場含には，危険及び，傭船料を超え

る陸揚げ，入庫，積み戻し若しくは積替えの諸費用，及び保険瀬轡での指定港に被保険物件が陸

揚げせられるまでのその他いっさいが保険者の勘定による負担となる．

第793条，前条における惜躍に妨げなく，保険者は，若し機能喪失がスンヅ（　Sundスウェー

デンとデンマークの園境）海峡からボスフauaス（B6sforo黒海とマルマラ海に通ずる海峡で

イスタンブールの近く）海峡までのヨーロッパー円の諸海で生ずるときは，罐弩贔貨物をその麟的

港に運搬するために6か月の簿欄を，また，若し璽に遠隔の他の地点で生ずるときは…年を享受

する．ヒ記の期閥は，被保険者が保険者に損害通知を発した日から起算する．

第794条，著し，積み荷の利害関係漁事者，船長及び保険者によって，蒲記諸条に定められたと

ころに準拠して，その髭ξ的港に商磁登物を運搬するために施こされた手続処理にもかかわらず，

輸送を実施する船醗1が見当たらないときは，所脊主である被保険者は，それら商品貨物の放棄を

することができる．

第795条，船舶の差押さえ蒼しくは強制留1鐙による船便旅程航路の中断の場合には，被保険者は

その知らせが到着次第直ちに保1嬢者に連絡する義務を有する．また，第793条に定められた諸期

間を経過するまでは放棄の乎続行為を用いてはならない．

　なおそのほかに，差押さえ解除を獲得するために手許にできるいっさいの助力を保険者に対し

て提供するよう義務ずけられており，かつ，被保険者は，若し保険者が遠隔地瀾に在って彼ら保

険者と合議のヒで行動できないときは，自己の回的に便宜な管理をみずからの手でおこなわなけ

ればならない．

第796条，救済せられた商昂貨物の傭船料は，繭払いせられているときでも，船舶の放棄に含ま
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れているものと理解せられる．その際，第580条における措擬に準拠して，その他の債権者に競

合して該当する諸権利を留保し，保険者の帰属取り分が考慮せられる．

第797条，第793条に定められた蒔効期閾の失効のためには，新聞を通じてか，または被保険者

の居住地の商人たちの閲で確実なものとして伝わるか，またはこの被保険者に，船長の，荷受人

の，若しくは何んらかの漁該者の通知を受領したことが立証できるかによって，公表されたとき

から，通報が受領せられたものと判断せられる．

第798条，また船舳からの通報を受領することなく，通常普通の船便旅程航路では一年，及び獲

期船便旅程航路では二年を経過した後には，被保険者は放棄手続をする権利を有する．

　上記の場合には，損失を証明する義務を負うことなく，被保険金額の保険者からの賠償を請求

することができる．然し，通報の無かったことを，領事若しくは出戟した港の海運当局の証明書

を付して，及び領事若しくは船舶の讃的港及び登録港の海運轟局の，それら諸港に定められた期

間に到着のなかったことを保証する更に崩の証明書を付して立証しなければならない．

　上記の訴訟手続行為を用いるためには，被保険者は第804条に示された当該の同一期閲を有す

る．その際，ヨーOッパ沿岸で，及び地中海を経由してアジァ及びアフリカの沿岸でなされた船

便旅程航路は短期と見積り評価される．また，米洲航路に関しては，ラ・プラタの諸海屠及びサ

ン・Vレンソ（アフリカ粟南岸モサンビークの港ロレンソ・マルケス）より近い場所の諸港に，

及びイスパニァ沿岸と本条に指定せられた諸地点との間に介在する諸島に向けて就航せられた船

便旅程航路は短期閥としての兇積りで取扱われる．

第799条，蒋し保険が期閲を限定して契約せられているときは，損失は協定の期閥申に生じたも

のとしての合法的な推定が存在しうる．鰹し，保険者が，自己の責任の終了した後に損失が生じ

た旨の立証をすることが出来るときはこの限ぎりではない．

第800条，被保険者は，放棄手続をする時には，放棄物件の上に付保せられたいっさいの課険，

並びに，上記物件を担保にしての共岡海損にとられた貸付けを申告しなければならない．また上

記申告がなされるまでは，上記放棄物件価格の支払返済せられなければならない期閾に対する経

過の起算は始まらない．

　若し上記に艦偽の申告がなされるときは，保険によって被保険者が該当して有するいっさいの

権利を喪失する．但し，被保険物件の上にとられた貸付けに対する返済責任は，その物件の損失

にも拘わらず停強しない．

第801条，船舶の璽捕の場合で，かつ，被保険者が，保険者との協議の上で事を運ぶ時聞的余裕

がなく，及び保険者の指図を待機する時閥もない場合には，被保険考みずから，若しくは被保険

者のいないときは代って船長が，被保険物件の請け戻しをすることができる．その際，その旨最

初の機会に保険者に知らせなければならない．

　土記保険者は，被保険者若しくは船長によって結ばれる協定を引受け，若しくは掘否すること

ができる．その際，上記の解決を協定される内容を知って24時閥内に連絡しなければならない．
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　若し協定を受諾するときは，講け戻しによる協定金額を即座に交付しなければならない．かっ，

保険証書の諸条件に基いて，船便旅程航路のその後の危険は保険者の自己の働定となる．若し上

紀協定を引受けないときは，被保険金額を支払わなければならない．その際，請け戻された物件

への権利をすべて喪なう．また，若し予かじめ定められた期聞内にその解決の意思表示をしない

ときは，協定を拒否したものと理解せられる．

第802条，若し，船舶が撃鋪せられていても，被保険者が物件の所有権を囲復するならば，損失

によって生じたいっさいの費用及び損害額が見積り評価せられて海損の取扱かいを受け，かっ，

その際の圓復は保険者の勘定から支出する．また，蕃し，掌捕の結果により，被保険物件が第三

者の所有に移ったときは，被保険者は放棄の権利の行使ができる．

第803条，放棄が許可せられ，砦しくは判決で許鰐できるものであることが宣告せられたときは，

放棄物件の所有は，放棄の時点からそれら物件に生じた改良若しくは破損を愈めて保険者に移転

せられる．但し，適法に放棄せられた船舶の修繕費の支払いを免がれない．

第804条，次の場合には放棄が許可せられてはならない．すなわち：

　第一，若し損害額が船便旅程航路就航前1こ生じたものであるとき．

　第∴，放棄に，いっさいの被保険陸i的物件を含めることをせずに，部分的若しくは条件的な方

法でなされたとき．

　第三，若し上記の放棄をする意思が，生じた損憲額の通報を被保険者が受領した日に続く4か

月閥に保険者に知らされていなかったとき，及びヨーPッパの諸港で，地中海のアジァ及びアフ

リカの諸港で，及びラ・プラタの諸河川からサン・mレンソまでの米洲の諸港で生じた損害に関

しては，上記と嗣様の方法で起算して10レi閥に，及びその他の港での損害に関しては18目閥に，若

し放棄手続が作成せられなかったとき．

　第四，若し」購己当該所有主，若しくは特にその所有主本人によって権限を付与せられた者によ

り，若しくは保険契約を結ぶための代理人によって放棄がなされなかったとき．

第805条，放棄の場合には，保険証書に確定せられた期闘に，また，証書に期限が明示されてい

ないときは放棄の許i／i∫があったtlから若しくは第803条の宜告がなされた臼から60日の期間で，

保険者は保険金額を支払わなければならない．

　　　　　　　　　　　　　　　　　第IV編

　　　　　　　　　　　　　海商の危険，損失及び事故

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　1　節

　　　　　　　　　　　　　　　　　　海　　　損

第806条，本法典の臼的効果のために，海損とは次のものを云う．すなわち：

　第一，船舶，積み荷若しくは爾物件を維持するために航海中に生ずるいっさいの非経常的若し
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くは偶然的な費用．

　第二，船舶が，繊帆港で解繊せられてその爵的港に停1臼し投錨するまでに蒙むるすべての損失

若しくは破損，及び商品貨物が，出荷港で船積みせられ，その指定港でそれらが陸揚げせられる

までに蒙むる上記いっさいの損失若しくは破損．

第807条，航海に本来園有の少額かつ経常的費用，たとえば沿岸及び港湾の水先案内料，はしけ

及び曳き船料，停泊料，臨検費，保健衛生費，検疫隔離停船費，隔離所費，及びその他のいわゆ

る港湾諸費用，商品貨物を埠頭に揚げるまでの荷役船及び荷揚げの傭船料，及びその他なんらか

の航海に普通一般的な費用などは，反対の明文による協約を介しない限ぎり，傭船船主の勘定と

なる通常の費用と考えられる．

第808条，海損には次のものがある．すなわち：

　第一，単独若しくは特握

　第二，共同若しくは共通分担

第809条，総じて，一般原則的に船舶若しくはその積み穂に生じたいっさいの費用及び損害額で，

船舶及びその積み荷の全利害関係嶺事者の共通の利益及び収益所得となることのなかったものは

単独蒋しくは特担の海損であり，特に次のものがある．すなわち：

　第一，船積みから陸揚げまでに，物件の元来圏有の蝦癒によっても，並びに海上の事故により

若しくは不可抗力によってもまた同様であるが，船荷に生ずる損失及びそれら損失を雛1避防；あし

及び修理するためになされた費用．

　第二，船舶がその船体，船具（従物），道具及び用具に，上記の原因及び動機によって，出帆港

で解績せられてからその爆的港に投錨して停泊するまでに生じた損失及び費捌．

　第三，若し海運規程（　Ordenanzas　marftimas　　）がそれを認めるとき，沿岸航海における場

合を除いて，甲板上で船積みせられた商品貨物によって蒙むった損失．

　第騰，若し，傭船料が船便旅程航路全体で契約せられていたときは，船離が適法な命令により

若しくは不可抗力によって拘留せられ若しくは差押さえられるときに乗紐員の俸給及び糧食．

　第五，修理若しくは調達補給のための入港に必要な費用．

　第六，不時の着港で船長によって売却せられた贔物の｛ilti格が，糧食の支払及び乗組員の救助の

ために，鷲しくはその他なんらかの船舶の必要をカバーするために不足したとき．

上記の場合の不足債務には該当額が支払われなければならない．

　第七，船舶が検疫編離所に在る閲の乗組員の糧食及び籐給．

　第八，他船との衝突若しくは接舷により，これが偶発的でかつ不可避的であって，船舶若しく

は積み荷に加えられた損害．

　若し事故が船幾の責め若しくは不注意によって生じたときは，その船長が，生じたいっさいの

損害に責任を負う．

　第九，船長若しくは乗継員の過失，不注意蒋しくは荷主への背鉦行為によって蕊み欝に結果す
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る何んらかの損害．但し，船長に対して，船凝吸び傭船料に該嶺する額の賠償を要求する所有主

の権利行使を妨たげない．

第810条，費用を生じ若しくは損害を受けた物件の所有主は，単独若しくは特糧の海損を蒙むる．

第811条，船舶を，船荷を，若しくは両者を嗣時に，確認せられたかっ実際的な危険から救うた

めに審議検討の結果生ぜしめられたいっさいの損害及び費用は総じて一般に共岡海損若しくは共

通分揚の海損であり，特に次の場合のものを云う．すなわち1

　第一，敵船，私掠監視船若しくは海賊によって掌捕せられた船舶若しくは積み荷の請戻しに投

資せられた現物若しくは金銭，及び修理蒋しくは請戻しがなされる問の船舶の糧食，俸給及び費

胴．

　第二，積み荷への，若しくは船舶への，或いは乗組員への所属の如何を問わず，船舶を軽量化

するために海中に投下せられた物件，及び上記のような行為によって船内に保持せられている物

件に結果する損害．

　第三，切断せられ藩しくは使用不能になった綱索及びマスト，錨及び鎖で，積み荷，船舶若し

くはそれら爾者を救済するために放棄せられるもの．

　第四，船舶を軽量化し若しくは港湾内に船舶が入る状態にするための，積み荷の～部の陸揚げ

若しくは積替えの費用，及びi二記諸費用から陸揚げ若しくは積替えされた物件に結果する損害額．

　第五，船舳の浸水をかき出し及び沈没を防ぐために作られた排水FLIによって積み荷物件に生じ

た損害．

　第六，救済目的で故意に座礁させた船舶を浮上させるためになされる諸費用．

　第七，積み荷を救う図的で打開し，穿孔し若しくは破砕するために必要であった船舶に生ぜし

められた損害．

　第八，船舶を防衛し若しくは救済中に負揚し若しくは重傷の災害を負った乗組員の治療及び糧

食の諸費用．

　第九，敵船，私掠監視船若しくは海賊によって人質に拘留せられた乗継員のなかの誰か欄人の

俸給及び，帰船し若しくは本人が望めばその住所に戻るまでの監禁中に生じた必要費用．

　第十，不ロ∫抗力藩しくは政瘤の命令により差押え若しくは拘留期閥中の，若しくは共岡利益の

ために生じた損揚を修理するための，数か月閥の傭船船舶の乗組員の俸給及び糧食．

　第十一，共同海損の事由により船舶修理のために不時着して売却せられた物品の価格に生じた

滅失損害額．

　第十∴，海損の清算の費用．

第812条，共岡海損蒋しくは共通分担の海損金額を支払充足するためには，いっさいの船舶にお

ける及び海損発生の時機にその船舶内に存在した積み荷における利警関係妾事者が分担支弁に当

たらなければならない．

第813条，共同海損に該当して費用を生じ及び損害を生ぜしめるためには船長の決裁手続がなさ
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れなければならない．その際，船の運転士（水先案内人）とその他の職員による協議及び船積み

における利害関係当事者で所在して出席する者の聴闘を用いて事前手続がとられる．

　若し，上記利害関係当事者が反対し，及び船長及び職員，若しくはそれらの過半数が，若しく

は過半数から除外して船長が，特定手段を必要と認めるときは，その船長の責任下に執行せられ

て差支えない．樋し，船積み人が，若し船長の執行手続が悪意，技能不足若しくは不注意を伴っ

たものであったことを証明できるならば，判事若しくは裁半蜥に，自己の船長に対する訴訟手続

を履行する権利を妨げない．

　若し船積みに利害麗係を有する関係漁事者が在船していながら意兇を徴されなかったときは，

共岡海損には加担せず，この部分には船長に責任がかかる。但し，事前審議のために必要な時闊

的余裕がなくて事態が緊急であるときはこの限ぎりではない．

eg　814条，共通分撫の海損を構成する損憲を生ぜしめるために採択せられた合議の決定は，航海

繍誌に必らず記述せられなければならない．その際，支持せられた動機及び理由，反対票及び蒋

し存在するときは意見分裂の根拠，及び著し船長がみずからよって以て行動し，従がった抵抗し

切れなかったときのかっ緊急の事由を明記しなければならない．

　上記前段の場含（合議決定）には，当該記事録は癩来ることならば執行手続がとられる以前に，

また，それができない際には，最初の機会に，その会議がなされることを知って出轄した者金員

によって署名せられる．上記後段の場合には，船長及び船舶の職員によって署名がなされる．

　上記議事録で，かっ，合議決定後には，溝況を述べていっさいの投げ荷物件が明記せられ，及

び船申に保持せられている物件に生ぜしめられた損瘍の記述がなされなければならない．船長は

上記議事録の写し一一’maを最初の到達港の海事審判嶺局に，その到達後24時間内に交付しなければ

ならず，また，その写しに追認を受けて鷹ちに宣誓を添付する．

第815条，船長は投げ荷の撫揮をとり，かつ，次の順序によって物件の投ドを命ずる．すなわち：

　第一，閑板に在る物件で，操縦をさまたげ，若しくは船舶を傷ためるものから始め，かつ，麟

しできるならば，最も重く，また，利用性及び価値の最も少ないものを先にする．

　第二，上甲板の下に在る物件で，儂し必らず最も璽く，及び擁纏の最も少ないものから始めて，

絶対酌に不可欠な数量にまで及ぶ．

第8i6条，共岡海損に付して算入せられ，かつ，賠償請求権をもつためには，海中に投ドせられ

た物件の所有主は，積み荷に関しては，船荷瀦三券を以て，その船内に積込んであったことが保諾

せられる必要がある．及び，船舶の従属物に関しては，第612条第一の項目に準拠して，出帆前

に作成せられた財産図録を以て保証せられることが必要である．

第817条，若し，暴風雨の事由によって港湾藷しくは入江に入るための便宜上船融が軽壁イヒせら

れ，ハシケ若しくは小舟に積み萄の或る程度の部分が積み替えられ，かつ，喪失せられるときは，

上記部分の所有主は，共岡海損の喪失に起霞するものとして賠償請求権をもつ．その際，その金

額は麟舶の金体と移した積み荷との闘に配分せられる．
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　藩し，反対に，積み替された商品貨物が救済せられ，かつ，船舶が喪われたときは，救済には

いっさい責任は求められない．

第818条，藷し，港，入江，灘若しくは湾における火災を遮断するために必要な手段として，或

る船舶を沈没させることが承諾せられたときは，この損失は共同海損に考えられ，救済せられた

船舶がこの共嗣海損に支弁加撹する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　2　節

　　　　　　　　　　　　　　　　不時の着港

第819条，若し船長が，航行中に糧食の欠乏，私掠晃張り船若しくは海賊がもとでの捕獲の恐れ

により，若しくは船舶をして航行機能を喪失させる何んらかの海上窮故により，船舶が仕向け港

までの船便旅程航路の維持続行が嵐来ないものと考えたときは，乗組職員に会合を命じ，その場

に居合わせた積み荷の利害関係人を召喚して投票権はなしで会議に列朧出来るように指示しなけ

ればならない．また，その隠の情況を調査して動機付けの根拠となると考慮せられたならば，最

寄りの至便な港への到達を決議し，航海雛誌に適宜文書を起案して認ため，全員が署名しなけれ

ばならない．

　船長には投票資格があり，また，積み荷利害関係者は，適宜苦楠を述べ抗議することができる．

この苦情及び抗議は上記利害関係者たちの一致した意見としてそれらを使用する幽的で文書に挿

入せられなければならない．

第820条，着港は次の場合には適法扱かいにされることにはならない．すなわち：

　第一，若し糧食の欠乏が，慣行及び慣習による船便旅程航路用に必要な糧食支給がなされなか

ったことから生ずるとき．若しくは，若し置き場所が悪く若しその管理保管における不注意によ

って役立たなくなり若しくは消失してしまったとき．

　第二，若し敵国，私掠見張り船若しくは海賊の危険が，異象化し，確定且っ真正な事実に基く

ものとは認め難いとき．

　第三，若し船舶の破損が，その修理，備え付け整備，臓装及び船便旅程航路のための適宜な措

羅がなされていなかったこと，若しくは船授の措置に何んらかの過失があったことから生じたと

き．

　第四，但し，海損の訴因となるには，常に必らず船長の悪意，怠漫，不注意若しくは技能不足

が事実の上に存在していなけれぱならない．

第821条，不時の着港の費胴は常に船主著しくは傭船船主の勘定となる．然し，これら二者は，

着港の結果により船積み人の勘定に随伴して生ずることになる損失には責任を負わない．

　僚し，この場禽の上記着港が適法なものであるときに限ぎる．

　逆の場合には，船主と船長が共同連帯して嚢任を負う．

第822条，蒋し船舶で修繕を施こすために，若しくは積み荷が海損を蒙むりそうな危険が存在す
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る故を以て荷卸うしにかかることが必要ならば，船長は判事若しくは所轄裁判所に荷揚げに対す

る許可を申請し，かつ，積み荷の利害関係人，若しくは若しそれがあるならば代理人の諒承を得

てその萄揚げを遂行しなければならない。

　外国港では，駐在する領纂が担当して許可を与える．前者（修繕）の場合には，費用は船主の

勘定であり，後者（積み荷の陸揚げ）の場合には，その利益において作業がなされる商熱貨物の

持主の負担となる．

　若し荷揚げの理磁が爾者に基いておこなわれているときは，費用は船舶の価格と船荷磯格との

悶で案分せられる．

第823条，陸揚げされた船荷の管理と維持は，不可抗力が介在しない限ぎり，轟該撫崇の船長の

責任である．

第824条，船荷の全部若しくは一部に海損を蒙むったとき，著しくは海損に遭う急遽の危険が存

在するときは，船長は，場合により，前段に掲げた串請船荷の全部若しくは一部の売却を，朝事

若しくは所轄裁判所に若しくは領事に申請することができ，及び後段に掲げた（判事，裁判所若

しくは領事の〉なかで匿臼講を所管事項として扱かう者が許可する．但し第624条1こ定められると

ころに基き，事前に鑑定人の確認と判定，票件に関する告知及びその他の様式書，及び台帳記載

が必要である．

　船長は，場合により，商晶貨物が健全な状態で仕向け港に到達した際の計上爾格を船積み人持

ちの負担にして請求するときには，みずからの手続の適法性を証閉しなければならない栓額蓬

賃込めの計上で売却申請のとき一山崎）。

第825条，船長は，若し，不時の着港を発生せしめた動機が止んでもなおかつ船便旅程航銘を継続

しない場合には，その遅延によって生ずる損害に責めを負う．

　若し，不時の着港動機が，敵国，私掠見張り船若しくは海賊の恐れであったときは，第819条

に措置するところに基き，船の職員及び居合わせた積み荷の利害関係者を含む会議での審議と舎

意の協定を出帆前に先立っておこなわなければならない．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　3　節

　　　　　　　　　　　　　　　　座礁（乗上げ）

第826条，若し船が他船に乗上げたときは，船長，運転士の若しくはその他船舶配属乗組員のう

ち何んびとかの故意，怠慢若しくは技能不足によるならば，乗上げた糊の船の船主は生じた損失

及び損害額を蹄償しなければならない．燈し，事前に鑑定人の測定を必要とする．

第827条，蕃し乗上げが双方の船舶の責めに帰せられるものであるときは，両者それぞれが，自

船の損失を負担し，かつ，爾者が連帯して船舶の積み荷に生じた損失及び損害額に責めを負う．

第828条，前条の措置は，二船のうち何ずれが乗ヒげを生じた側であるかを決定しかねる場合に

も適用せられる．
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第829条，前掲諸条の場合の規定は，損失の加害者に対する船主の民事訴訟行為及び発生する場

合の刑事責任は除外して含められていない．

第830条，若し船舶が他船に偶発若しくは不可抗力の原園によって乗ヒげるときは，各船及びそ

の積み荷はそれぞれ各自の損失を負握してまかなう．

第831条，若し船舶が第三者の船によって余儀なく他船に乗上げるときは，上記第三者の船舶船

主は生ずる損失及び損害額を賭償しなければならない．かつ，船孟は上記船主に対する関係で民

事上の責めを負う．

第832条，若し天候がもとで，若しくはその他不可抗力の原臨で正規に手続をして停泊し及び繋

留中の船舶が，岡船に隣接する諸船に乗上げてそれらに海損を惹起せしめるときは，生ぜしめら

れた損害は，乗上げられた側の船舶に関する単独海損の考慮を受ける。

第833条，船舶が，乗上げを受けて霞ちに沈没するときは，乗上げが原困で喪失したものと推定

せられる．また，乗ヒげによって発生せしめられた海損を修理するために余儀なく港の獲保にお

もむく船舶が，船便旅程航路中で喪われるか，若しくは救済せられようとして余儀なく座礁せざ

るを得なかった船舶のときも同様に事故の原困は座礁（乗上げ〉であると推定せられる．（前段は

沈没のとき．後段は沈没を圓避しようとするとき．一山崎）

第834条，若し乗と．げをした船舶で，乗上げ時に甲板で執務申の職員がある時は，事故の責任者

である船長の立会いを免がれない．然し，上ll己船長は現場職員に対して賭償請求権をもつ．但し，

これら現場職員が，犯かしたかどでの刑事責任を間われることを妨げない．

第835条，座礁（乗上げ）から生じた損失及び損害額についての弁償請求の訴訟は，イスパニア

国内ならば座礁（乗上げ〉発生地の，蒋しくは船舶の最初の到達港の所轄宮庁に，及び外圏で若

し発生するときはイスパニァ困領事に，24蒋闘内に抗弁若しくは申立書が提出せられないときは

認められない．

第836条，個人の人体若しくは積み荷に加えられた損霧に対しては，抗弁のないことによって船

内に居合わせなかった，若しくは自己の意思を陳述する条件をもたなかった利害閣係者が不利に

なることは許されない．

第837条，本節に定めのある場合に船主が負撰する民事上の責任は，いっさいの従属物を付した

船舶の価格及び船便旅程航路で受領した傭船料に限定されるものと解される．

第838条，船舳及びその従属物の価格が責任額の全部をカバーするに到らないときは，燗人の死

亡か若しくは負傷かによって支払われる賠償に優先順位を区別しなければならない．

第839条，若しKスパニァ国籍船舶間に外國領海水域での乗上げが発生するか，若しくは若し公

海で生じた後に上記船舶が外国港に到達するときは，その港におけるイスパニア国領事が事件に

関する予備調査を命じ，かつ，調書を審判繋属及び判決のために最寄り部局の海運長官（Capit翻

general　del　Departamento）宛に送達する．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　4　節

　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　破

第840条，船舶及びその積み荷が，難破若しくは座礁の結果蒙むる損害及び損耗は，個別的に持

主の勘定となり，救済せられた残余部分は均等劇で上記持主に帰属する．

第841条，若し難破若しくは座礁が，船長の悪意，不注意若しくは技能不足から，若しくは船舶

が充分修理かつ整備せられぬままに解縫出立したことから生ずるならば，船主若しくは船積み人

は，第610条，第612条，第614条及びn9　621条に措置するところに基いて，災害により船舶に，

若しくは積み荷に生ぜしめられた損害額の賠償を船長に対して要求することができる．

第842条，難破から救済せられた物件は特別に個別の救済費用支払いに充当せられており，また，

その金額（救済代金）は上記諸物件が引渡されるに先立ち，各物件の持主によって支弁充足せら

れなければならず，かつ，商晶貨物が売却せられるときは他のいかなる債務にも優先する．

第843条，若し数隻の船舶が船園を組んで航行中に，その船舶のうちで難破するものがあるとき

は，救済せられた積み荷は上記の他船にそれぞれ収容受入れ可能な劇合で分け荷せられる．

　若し正当な理由なしに受け持ちの分け荷を受入れることを拒否する船長があるときは，難船の

船長は二名の海事職員の面前で上記船長に，前掲拒否に伴なう損失と損害額のあることを抗弁し，

かっ，最初の港に到達後24時間内に抗弁を追認し，及び第612条で措竃せられたところに基き指

図しなければならない発給調書に上詑抗弁を含める．

　若し難船積み荷全部を爾余の他船に積替えることが不可能なときは，高価格及び小容積の物件

から優先的に救済せられ，かつ，指定は船長により，その船舶の職員の舎意を得てなされる。

ng　844条，難破から救済せられた物件を引取った船長は，引続きその廼的港への自己の針路を維

持続行し，到達の際，上記物件を，司法上の介入を得て預託し，適法な荷主の措置に委ねる。

　針路を種々変更する場合で，若し指定仕向港に陸揚げが可能なときは，船長は，若し在船の船

積み人若しくは事務長，及び船舶の職員及び乗客がそれに賛岡するならば，上記の仕向港に着港

して差支えない．然し，たとえこの周意があっても，戦蒋藷しくは上記港が接近困難及び危険な

ものであるときはそれを実施してはならない．

　上記着港の費用はすべて船荷の持主の勘定となり，並びに傭船料の支払も岡様である．かつ，

これらは当該場合の情況を勘案して，協定により，藩しくは司法上の判決によって指示せられる．

第845条，若し，救助での該当費用及び傭船料を支弁充足することのできる船荷の利害関係者が

船内に兇嶺らないときは，判事若しくは所轄裁判所が嬬己代金を支弁充足するために必要な部分

の売却に承諾を与えることができる．上記のことは，その管理が危殆に瀕するとき若しくは一年

を経過しても適法な持主が見当らなかった際にも行われる．

　前段及び後段の両者共に，第579条で定められた公告と様式を以て手続がなされ，かっ，亮却

からの決済代金は，判事若しくは裁判所の判断で，それを適法な荷主に交付するために確実な供

託を構成する要素となる．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　第　V　編

　　　　　　　　　　　　　　海損の抗弁及び決済

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　1　節

　いっさいの種類の海損に対する共通措置

第846条，海損の弁明及び決済における利害関係者は，その海損の責任，決済及び支払に関して

何時でも互いに協定を結び及び義務を負うことができる．

　協定のないときは次の諸規定が遵守せられる．すなわち：

　第一，海損の弁明は，若し必要な修繕のときは，修繕がなされる港で，若しくは陸揚げ港で実

施せられる．

　第二，決済は，若しイスパニア国内の港のときは，陸揚げ港でなされなければならない．

　第三，若し海損がイスパニア国の領海外で生じたときは，若しくは，不時の着港によって外国

港で船荷が売却せられたときは，決済は到達港でなされる．

　第四，若し海損が仕向け港の近くで生じたときは，岡港への到達に努めて，その港で第一号及

び第二号の規定が扱かう諸作業が運ばれなければならない．（修繕及び陸揚げ作業一山崎）

mPJ　847条，協定せられたところを生かすことによって私的に海損の決済がなされる場合でも，ま

た，嶺壌者間に一致した合意のないままに利害蘭係者の或る者の申請で司法当周が介入する場合

でも，若し協定を放棄したのでなければ，利害関係当纂者金員が岡等に呼出し喚闘を受け聴聞が

おこなわれる．

　当豪者の出席がなく，若しくは適法な代理人を有しないときは，決済は，外羅港では領事によ

り，またその駐在がないところでは判事若しくは所轄裁判所により，踊法に従がって，かつ該当

者の勘定でなされる．

　代理人が，決済がなされる土地での知名人であるときは，たとえ船主の，船積み人の，若しく

は保険者の書翰によってのみ権限を付与せられているに過ぎなくても，その介入が認められて法

的効果を生ずる．

第848条，海損に関する訴訟は，共岡海損であるならば，原告が船舶に若しくは積み荷に有する

持分の5％を，及び単独海損では海損額の1％を若し越えないときは認められない．かっ，爾者

の場合共に測定費用はその計算から差引控除せられる．但し，反対の協約があるときはこの限ぎ

りではない．

第849条，損審，海損，共周海損への貸付及びその利患，及びその他いかなる損害額にせよ，決

済が終了し，及び船舶の，船荷の，若しくは両者を兼ねた利害関係者に通達せられた日から起算

して，3瞬の期限を経過してからでなければ延滞利子の取立権は生じない．

第850条，若し一若しくは数個の海上事故から結果して，闘一船便旅程航路で船舶の，積み荷の，

若しくは両者の単独海損及び共岡海損が生ずるときは，各海損毎に費用及び帰属する損害は，修

繕がなされ，若しくは商品貨物が陸揚げ，売却若しくは換金せられる港に分離Lxl分して決定せら
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れる．

　上記のこの目的のために，船長はいずれも，測定鑑定人及び修繕を施こす掌帆長（現場作業長）、

並びに商品貨物の陸揚げ，消毒，売鋪若しくは換金に測定若しくは介入する者に対して，彼らの

測定若しくは見積り計算にはいっさい正確に，かつ分離区分して，各海損毎に損害と掛かり費用

をつけ出し，及び各海損毎に，船舶に及び積み荷に該妾する損害と掛かり費用を記して，また，

物件の闘有の蝦癒に由来する，及び海上事故から生じたものではない損害の有無もまた区分して

表示するように要求する義務を負う．また，各様の海損に対して，及び船舶に，及び船蕎に共通

の費用が存在する場合には，各項目毎に該当分を計鋒し，及びその項目を異にして表示がなされ

なけれぱならない．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　2　節

　　　　　　　　　　　　　　　　共同海損の決済

第851条，船長の願い出でにより利害関係当事者全員の一致を通して共岡海損の調整，決済及び

配分が民間で手続きせられる．

　上記の目的のためには，船舶の着港後48時閥内に，船長は，利害関係嶺事者金員を召集して，

海損の調整若しくは決済が上記利害関係当事者みずからによって任命せられた鑑定人及び清算人

のするものであるかどうかを決定してもらう．この場合には，利害関係当事者閥の承諾を得てそ

のように取計らわれる．

　意見一致の可能性がないときは，船長は判事若しくは所轄裁判所に救済を求める．この場含の

管轄には，本法典の措置に基いて，上記の手続がなされることになっている港の裁判所があたり，

外国港でなされる定めになっているときは，若しそれが駐在するときは”fスパニァ国の領事に，

及び若し駐在がなければ地方当周に願出でなければならない．

第852条，船長が前条における措置を履行しないときは，船主若しくは船積み人が決済を要求す

る．但し，これら上記の者が該妾しておこなう船長に対する賠償請求の提訴を妨げない．

第853条，利審関係当事者により，若しくは判事若しくは裁判所による鑑定人が任命せられると

きは，事前に引受けをして船舶の，及び必要とする修繕の検査手続を進める．また，上記金額の

算定を引受けたときは，物件自体の固有の畷癒から生ずる損害を，上記損失及び損害から区別す

る．

　また鑑定人は，そのままで直ちに修繕がおこなえるか，若しくは船舶を検査し及び修繕するた

めには蒋卸うしが必要であるかどうかを判定する．

　商贔貨物に闘しては，若し海損が目測で一見して明白ならば，上記商晶貨物の引渡し前にその

検査が実施せられなければならない．荷揚げ時に隅測で判明しないときには，引渡し後になされ

て差支えない．但し，必らず荷揚げから48時閥内に実施されなければならず，及びまた鑑定人が

適墨と認める爾余の証拠検証は妨げない．　　　　　　　　　　　　　　　　　　似下次）
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